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【研究課題名】

舌喉頭全摘後の術後疎下機能解析

【研究期間】

沖縄県立中部病院および九州大学病院では、最適な治療を患者さんに提供するために、病

気の特性を研究し、診断法、治療法の改善に努めています。このような診断や治療の改善

の試みを一般に「臨床研究」といいます。その一つとして、沖縄県立中部病院および九州

大学病院形成外科では、現在、舌喉頭全摘後に皮弁再建手術を受けられた患者さんを対象

として、術後機能に関する「臨床研究」を行つています。

今回の研究の実施にあたっては、沖縄県立中部病院倫理審査委員会の審査を経て、研究機

関の長より許可を受けています。この研究が許可されている期間は、令和 5年 8月 30日

までです。

【研究対象】

平成 18年 4月 1日 ～承認日まで沖縄県立中部病院および九州大学病院の形成外科にて、

舌喉頭全摘後の組織欠損に対して再建術を施行された患者さん20名 を姑象にします。

研究の対象者となることを希望されない方は、下記連絡先までご連絡ください。

【研究目的 。意義】

形成外科における再建手術は悪性腫瘍切除、外傷などによって生じた組織久損に対して、

整容面の改善、創閉鎖、機能回復を目的に行われます。例えば遊離皮弁で舌切除後の欠損

を再建する、食物の通り道を空腸の移植で再建するなどです。このような再建が可能にな

つたことで、今まで切除不能とされていた頭頸部腫瘍が根治的に切除可能になり、生命予

後および術後機能の改善にも貢献しています 1

沖縄県立中部病院および九州大学病院形成外科では舌喉頭全摘後に有茎または遊離皮弁

による再建を行い、術後聴下機能の向上を行つています。舌喉頭全摘術が必要となる進行

舌悪性腫瘍および咽頭悪性腫瘍は疾患頻度自体が多くないこと、放射線化学療法が選択さ

れることが多いこと等の理由で、手術後の聴下機能を検討した報告は多くありません 2,3。

生命、機能に大きく関与する形成外科手術ですが、とくに皮弁を用いた再建症例における

術後機能の研究は不十分です。本研究の目的は、舌喉頭全摘術後、皮弁再建例における術

後疎下機能の解析を多施設で後ろ向き研究により明らかにすることです。



手術適応となる広範な組織欠損が生じるような舌および咽頭悪性腫瘍は発生頻度が低く、

治療を行う施設も限られています。そのため、希少な症例を一例一例丁寧に検討して、

その知見を蓄積、継承してく必要があります。舌喉頭全摘術後、皮弁再建例を多施設共

同研究にて集積し、術後機能を解析して問題′点を明らかにすることで、さらなる疎下機

能の向上が可能になると考えます。
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【研究方法】

この研究を行う際は、カルテより下記の情報を取得します。術前の状態、手術の情報、

術後経過 (食事開始等)の関連を調査し、術後疎下機能に対する影響を明らかにします。

当院の情報に付いては、データをUSBに移した後、手渡しで九州大学病院に集約します。

【研究に用いられる試料・情報の種類】

〔取得する情報〕

術前因子

1.術前写真 組織欠損部位 年齢 性別 身長 体重 既往歴

TNM分類

T因子 :が んの大きさと浸潤 腫瘍のサイズ、進展によりTl、 T2以上に分類。サイズの

規定は発生部位 (咽頭、舌など)に より異なります。

N因子 :リ ンパ節転移 所属リンパ節転移が判定できないときは NX、 転移なしはNO、

転移ありはNl以上に分類。

M因子 :遠隔転移 遠隔転移なしはMO、 遠隔転移ありはMl以上に分類。

2.血液検査結果 (血算、月子機能、腎機能、血糖値、HbAlc)

手術

3.切除術式 切除範囲 皮弁の種類 皮弁挙上時間 皮弁縫合法 術中写真

術後



4.再手術の有無 術後写真 感染 創治癒期間

5.周術期合併症

機能・予後

6.疎下透視検査 食事形態 再発の有無 生存期間

【外部への試料・情報の提供】

共同研究施設の情報に付いては、データをUSBに移した後、研究者間の手渡しで九州大

学病院に集約します。

【個人情報の取扱い】

姑象者の測定結果、カルテの情報をこの研究に使用する際には、針象者のお名前の代わ

りに研究用の番号を付けて取り扱います。対象者と研究用の番号を結びつける対応表の

ファイルにはパスワー ドを設定し、九州大学病院形成外科のインターネットに接続でき

ないパソコンに保存します。このパソコンが設置されている部屋は、同分野の職員によ

つて入室が管理されており、第二者が立ち入ることはできません。

また、この研究の成果を発表したり、それを元に特許等の申請をしたりする場合にも、

あなたが特定できる情報を使用することはありません。

この研究によって取得した個人情報は、沖縄県立中部病院形成外科・部長・今泉督、九

州大学病院形成外科 。准教授 。門田英輝の責任の下、厳重な管理を行います。

【研究組織】

研究実施場所

研究責任者

共同研究者

九州大学病院 形成外科

九州大学病院 形成外科 准教授 門田 英輝

沖縄県立中部病院 形成外科 部長 今泉 督

:今泉 督

【本研究に関する問い合わせ先】

沖縄県立中部病院 診療科名 :形成外科 担当者名

沖縄県うるま市宮里 281番地

TEL:098‐ 973‐ 4111(代表)




